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９
傷年頭の挨拶にかえて

　

〈支那長〉小寺千明

　

友(7,会の皆屑､新しい年を迎えいかがお過ごしでしようヵヽ。

今年は新年早々パ石和からみ成に元号が｀変わり、いつもとはま

た違丿偲いで過ごされた方ひヽら･､し々。たのでヽはないでし

ようか，

　

曰

-
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年頭(ｸ)推拶としマは具捧11に似↑ゐ話になってしまいＪした

が、出釆ゐだけ多くの会員の皆様に零如してい八だくための支

那総会の計画も遂められマいま竃

　

今年もとヽう万｀よろしくお付亨合い下ｊい。

★第16回難病患着･障害着と家兼の全選簾会(とかち)★

　　　　

〈と

　

き〉

　

199年８月５日倒、６日旧)

　　　　

〈にろ〉

　

音更町文化センタｰ

ぐ

資

十勝川温泉で｜泊（レセプション･分科会）

才プソヨナルで然別温泉にも一泊

参刀口費…２泊３日全食事付.交通費台めマ

　　　　　　　

大人2丘000円、吊割印00円（予足）

☆札幌･旭川･函館一室蘭Ｊ･|路･布室方面よりバス旅行

- ２-



＊今年も各地区連絡会の相談･連格担当の雁寸んに「年頭

にあ八･マ．又は「新年の抱負．と題して書いてい八だ」

まし几各地区（ｱ嘩子をすしでも身近に感じていただけれ

(麦広)ｔＥ…・徳子

３

　

一

★巴年､ゆったりと

当然(7･ことながら，平成元年だからといって何もかも新い

ことを始めるというわ巾乱いか前今年は帯広旭区としマμ、

昨年やっ八贈々の事瀬がどれだけ、どんな冴びヽ成果となって各

自に反吹才れゐのでしょうか、楽しみでも和は貳

　

毎月のように集まりを符ち、その叩には初めての日帰り温泉

行きも９月に実行しまし/≒逢ってお話を浦ゐ、回を重ねてい

巾ばそれ陶↑親しみも増すわけで、何よりもお互いに諏り合う

二とが大切だとみんなで考えました。

　

スバ〇月生れの人から花束のバースデープレゼント（ほんの

一握り）、募れには名簿の完成、これは片々な角度からＱ自己

紹介めいた楽しいい刀で、会員のワープロ協力でとても見や溥

＜立派なものが出釆上りました丿茸闇としマは少｀し盛沢山過

ぎ半かなど思･いますが、Ｔ応皆寸んからは喜んでヽい黙バけ紅よ



うで百。今年は一巡可る９月・れの方迄、花東贈りを続行し、

慾・かく出釆上ったな爺で寸からこれを上手に活吊したいと考

えていまず。会舎(刀お知ら想ぞﾉ今迄は世詞系がやってい凛し八

が、二れをページ順に連絡し合う、出来ゐバけ横(ｱ)連携を深め

たいと思いま可。又、集会も今ひとつ内容刎

しみなが｀ら教養が身につくみたいになベジなあと思っマいま

呪

　

一歩後退、一・五歩前進ぐらいのゆったりしたりズムマヽ、平

成という年号の意昨を全員よく噛みしめマ、仲良くやっていｊ

たいと思って糾ﾉま菟

★寒中お見舞申し上げます

(翌旦〉地区‥バ7口碑禎子

　

北兄く乃友c7,会は、今まで会除目互の親睦を深める筝壱オーに

考えマ参たっひに士だ。昨年６月に遠軽マヽの交流会に初めて

お会いすゐ方とお話しバ２月(7)集よりにその時に出席しフ下プ

つ几方々が北見まで釆マ下リノ、嬉し方と親睦則天寸を感じて、

今まマ戈見マヅカ川集まった事を深く反省して糾は貳この

２回(7･集まリマヽ色々な不安や心配斜口り凛したが、交流会にぷ

席できなｶﾄ八方や。会員以ﾀﾄの方マー人でぶんでいる方がど

れ程馳､かと考えこ沁汀亀悩みを解沃すゐ事乙大切です（
-

4-
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悩みを聞く人がいるかいないかμとても大切な事と､恩いｊす。

その穴めにも、友Ｑ会があゐビいう事を知らせマいく方法を考

えマい亨八いと思っマおり曹貳

　

又。学習会は昨年ぼ出釆寸に終ってしまいました。今年μ会

員以ﾀﾄ(ｱ､方を含めた学習/会をぜ刎

膠原病マヽ死亡・ゐという畢はずなくなりましたが、長い療養生

活に伴う悩みも増えてきており。死という事とともに生き方を

しづ丿とタけ入れマいく学習も必署な時かのかもしれません。

　

昨年川月、頼りにしマおりまし7坤]本死生が七くな吹多く

の愚着が非常なショヽソフを受けまし八。会の事７ヽも色々相談に

のってい友だｊ）憂しさに甘えてわがまＪを盲っマ糾ﾉまし八。

ほとんとヽの会員が謬ちつい川犬態７ヽすのて≒これを長く保つ事

が死生へのみヽ礼と考えマおりま溥。

　

これから(刀事はい背れμぐり方せたよで､計画を立ててい

ざたいと思っマおヽりま可。宜しくご浦導下ざいまｾﾞﾆ。

★友(Z)会､難病連の発展を願。て

貳）

　　　　　　　　　

（厘ヨ）地Ｅ‥藤原篤子

　

会員の皆俤こんにちわ。平成という新しい嘲ぺを迎え、病気

(ｙ

可。旬)ｲ可マヽしょう？

- £7
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難病という6C7)がこの世からなくな杓丿乖いでしょうがI､現

実はそうではありませんね。それならば。や即ﾉ病気を正しく

知り。勇気をもって一栢に生活して行かなければなりＪぜん。

そんな生活の中に刄の会があり、私ば今、旭川地区を担当寸せ

てい八八い了いま貳長坂ざん(7)後を引丿継ざ一年になかうと

しマいま可。

　

60昇に入会した時､「同じ病気で悩んで･いろ方が訳山屑ゐｏ几

「不管ばかり口毎曰を過ごしマいろ剛ま私だけでμない事。を

知りまし几これが芦､会してから(7濁印諦メリットマヽした。そ

して引年から石印絵バ細芭集会。合同レワ。総会等々、いっの

間にか難病運の方にも顔をあすようになっていまし友。そこ７ヽ、

画っともっビ多く帽中間に出会い、自分よりも大変な生活をし

ている方々を知る事がでｊました。これが｀ニつめ叫

がゐ７ヽしょうか？

　

そして今、こんな中でのお罰云いをしているのですが、人と

の出会い程大才刀な事μ硲いと思ヽいま貳先子、自分のとなりの

Åと諦り金ってみませんか？そしてそれが刄の会､舞病遅(ﾌ)

発展につながり。力となって行くと芯いま呪他人の会でヽはな

く自分八もの会で百。私八ち(か争でｲｱﾍﾞ行こうでヽμありませ

んか。

　

平成元年。旭川児区(ｱ･新年会ぼ多くの会員ダノｖに声をかす

－･･
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近く行われま竃色々な事を語り合いたいと思・マいます。

(逝21p児区‥．小隅千秋

(きUIを)地区…渡部小夜子

- フー

★交流の場を大切に

　

あ館地区でμ政和ま３回(ﾌ)集まりを符・つことができまし八。

やはり集まゐと、話すことμ皆同じでご身体の調子μいかが｀で

育か。と、お互いに身体の畢を心配し合､つていました。

　

今年μ新しい会員の方との交琉の場を多くつぐリ几いと思・

ていま１．云年の集か畑字で色々な恚見が出て、それを今年

ば何とか実行という形にも・マ行さたいと思っていＪす。

気持ちも新たに

友・会(ｱ､皆肩､明け１しマおめでとうござ､.ヽ１・.

年代り碑から平成へと改まり．印加節目を生きる事とな

　

つ八私謎．気持新たに本年も力を今わゼJて友の会､7,発雁(7･几政

頑張り凛しょう．

　

参乙釧路児区違絡会､今年の抱負等と.大袈裟なもmJあり

ませんけれど、医療ｵ目談会だ巾まぜひかﾉ八いと考えマいＪ竃

それしおヽ隣の街.帯広市での全道集会にμてづゐだけ多くの



仲間と共に参力口したいと思ヽつていま可。汽車だと２時間位フズ

からあまり疲れないレ修学旅行み八いな楽しい気持で行ｙ

全道淵中間と交流出釆がばと夢を瀕いマいます｡射精もぜひ、

進軍にお出かけ下ｊい枕

　

本年馴可卒、宜しく御為導をお願い致します。

- ８-
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今年も八くさんの皆様より年蜀犬をい友TF惚ました

が

いｊし/ﾐ

お名前(7)みご紹介こそ了い八だｊます。
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・全国膠原病及の会

・全国膠原病友(7)会宮城県支部
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少

大阪支部

ぶ島県支部

岡山支部

柿木県支部

埼王支部

滋賀支部

愛知県支節

群馬支部

兵庫支部

京都支部

奈良支部

東京支部

関西力ック

千葉支部
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寺山ゑみ

役員う

役員一同

汐政三ス工

山田元久

六野恵子

玉木朝子

森田かよ子

青田そ(ｱ)子

金山美代子

息江正江

峯岸美智子

設貝一同

好沢田美子

河村填澄

松杯丈子

お山ひうみ

七
半



・奈良市

　

藤村住子

・干菜市森美智子

・東京都佐藤エミ子

・本別町大通乙っ子

・今金町小隅千程

・上磯町胴元清美

・二七コ町今井勝彦

・俯中町小野白美子

・小丿尊市村井悪子

・室蘭市市橋栞

り尹達市彩評香玄

・根室市別所夭ニ

ヽ函館市近藤和子

・北見市加藤禎子

・苫小牧市田村アヤ

・旭川市/1形真智子

・釧路市関川みよ

・釧路市鈴木裕子

り和|背私府道辛

・帯広市尋田浩子

・帯広市

　

金田律子

才
子
∩

泉
水

一一 /○

・札幌市北海妬りスプ[]夕蝉

・長崎県入i£奈穂子

・神影噪西釆武漕

・遠軽町渾田ゆ糾ﾉ

・清里町看倉亘紀子

・美瑛町高野由香

・上如何清水五郎

・夕張市

　

大沼節子

・うエ男･げ太田恭子

・富良野守鷹山都

・芦別市竹図荷ミ子

・函館市船鮒鈴子

・北見市ｲ名本和美

・北見市堀畑まっよ

・苫小牧市

　

伊藤珊裕

・旭川市長坂由兼子

・釧路市浦鄭小夜子

・深川市

　

三谷身

・深川市新田秀子

・帯広市荒尾みや子

・帯広市舘村洋子



・ｵ鴎晃市浦辺弘子

・札幌市林田佑子

・礼幌市蛯子ツニ子

・札幌市高松美知子

・礼幌市億本ぱろよ

・札悍市高嶋英子

・札幌市片桐幸子

・札幌市荒本マッチ

・札幌市畑中豊子

・ｵL幌市漉県清深

・札幌市近江葉子

・私幌市深尾原子

芦別市〉竹田キミ子

　

朝夕Ｑ冷え込み桐本にこμえゐ今日こ(ﾌ･項、ついに雪が

降り積もり出しまし几。このまま眉雪になるのか気になり

ま百。

　

発病以釆丸3年が過ぎ、やべr病気とｲ中よく過ごすこと

に慣れたのか、今年はあ曹リトラブルをμこざず暮らして

おりま菟皆様にも充分に体に気をつけられマお過ごし下

さｙ

甲 渋中町〉小野夕美子

　

先日はお誕生日カード有難うござ｀いまず｡42才になって

初めてＱ事マバ可才になっマも嬉しいもの匹

年にち≒て賃ぐの事でし八ぐ7)で、とてもいい年になりそう

７ヽヽ爪これからも宜しくれ願いすゐと荷に、雁キん£健康

に気をつけて下さい。

／／-一一



研

つマい几ださ本当に和ﾉがとうございました。読み々すい

内容と字の大きざにとて石心の暖かｊを感じまし几。どう

かこれからもがんばっマ下さいま肪。あリカ牝うございま

しμ。

入札幌市〉井よべ又

　

前略､誕生日祝のお手紙を戴きＪして大変４し。うごず

いＪした。有難う御座いまし乙皆様の御力添えと御世話

を戴ｊまして、お陰球予感なく過ごさｔマいフソΞいて扇り

ま貳心から感謝致しま葺。私の身捧の林態はお廟羊７･ま

あまあと盲うところ、何とか元気に過ごしマ届りま呪寒

グにもめげず一生懸命生ｊマ行くっいけ溥りま凛。今撞

ともよろしく抑隋い申しょげ｀ま覗

　

木筆ですが､会の皆槽によろしくおｲ云え下ボいませ。

吊

　

心

うエ別市〉太田恭子一申

　

釈年明けましておめマ･とうございま可。会員・皆様にば

お変わりなくお暮しのことと思いまず｡

　

｜即６日(月Ｕ時より、友の会の莉聯会が中将先生をお

招参して爪幌厚生年金会館で行かわい私Ｕ６２年9月に入

会して以禾昶めマ参加さｔていたｱ優Ｊし几

- ／３ －--



』に海道難病連旭川支部

‘びニ}オ２回クリスマスノ?‾み‾にﾀ??巳□．
(札幌市)滝本μるよ⌒－

　

去る12月日日旧)､旭川刊牙なわがたクリスマスパーティーに

支那長の小寺ｊんと参加ｊせていた八亨まし八。

　

当日はあいにくの大雪でし八が、とても大勢の参加でした。

パーティーば、難病連旭川支部の滝田さんと北海道難病連専務

理事のｲ尹籐ｊんの開会の吝茉の後、シｙソベフ毒苑杯し酋まり

まし几皆さん各部会に分かれマお料理を食べた吹お酒を飲

んだり、とても楽しそうな雰囲気(ｱ､中、小杉さんの司会でチタ

リティーオーフショソが行なわれ、みかんづ

本酒等に人気が集まっていまし几

　

そして、お楽しみ相選会では残念ながら私達のテーブルから

ば当では出ませんマ七八牡空フジなしで全員にコーヒー、

紅茶、タオル、置物等、素敵な賞品カツ山用意寸良皆こぎんと

っマも大喜びでした。最後ば。クリスマスらしく全員でダ聖夜。

を大合唱し閉会といぼし八。

　

昨年は。札幌だ区ではワリスマヌパーティーが行なわがませ

んでし几ので、飛び入りマ沸刀吋せマむらい、とても楽しいひ

ととｊを過ご才慾ていただ万ｊした。準備ﾌﾟy万丿こ方、ボラン

ティアの方、本当に御苦労様マ七た。これから乙３回、ヰ回と

寸ばらレンパーティ一をつく､17いっマ下さい。
- １５-



ﾏ起こってで?ｊ了が、どれ一つとしマこの病気だけに特徴的と

いう６剛ま卸ﾉません。

〈診断〉

　

従。マ診断をつけゐにば症状(ｱ)みマヽは大変難しく。動脈炎そ

のも(刀をとらえなければ珠実なことば客えません。そ(;りため凱

管造影をした･八拝の組織の一部を取っﾏｲ生葎)調べなけれ

ばなりません。しかしそれでもなおは。ご叫し几右のをつかぬ

るとほ限らす診断cろ難しい病気の一つで菟なお厚生省研究

班７ヽμΓ診断(7)手引配という基悍を作って拓≒私達もそれ

を参考にしていま竃

　

り9頁を参照)

〈宗療〉

　

この病気は治療をしなければとヽんどん思く４ヽゐおそれがあり、

鵠瞭をしたら直ちに沿療に入りまず。その中心瑠｣腎皮質ホル

モンで大量に梗う必要があります。また免疫抑制剤ぐエンドキ

サン、／rムランなとりも合わせて梗･うともっと治療効果μ上が

ります。診断が難しいこと(診断-までに時間がかかゐ)と、重

症(ｱ)疾思である(急速に悪化すゐお々れがあゐ)というy?､から。

早臭月診断-･早期沸療が符に大切な疾患で了。

〈日常生活上助主意〉

　

ます薬を医師(71処方とヽおりｊちんと服用賃ゐこと７ヽ玉もし

薬による副作用と思われゐことが起これよ直ちに主酒医に相

jワー



談しマ下乱ヽ。凱管(ﾌ)病気マ浦から血液の流れに悪影響を及ぼ

すと思われゐことは避けゐべｊマヽ王(噺哩､寒冷暴露ない

　

そ(ｱ)ほか規則正しい生活と食事を守り、過労を避けバ可ヵヽ変

わった症状があれば、直ちに主宗医に相談頂ゐようにして下や

い。

　

膠原病ど診断された時、あなたはどうしましすざ

　

病気についての情報がなぐ困ったことはありませんか。

　

家庭医学書を読んで少しでも多くのことを、それら安心

7でゐ情報を探しボめません７ヽし八か。そして、ｲ可度かの

失敗(入院した引薬の量が増え穴り)壱繰り返レ病気

と帽丁丿合い方を学んだのでμないでしょうか…。

　

そんなヽ経験を後輩(?)にｲ云えマいきませんか。この病気(ﾌ)

原区Jが究明方れない限り、粧しい愚着は増え続けろこと

でしょう。

　

あなたの子エを聞かせマ下乱ヽ。

　

匿名で･乙かまいませんので、事務局へお知らせ下才い。

一

｢９一一



診断基準とその解説

　　　　　　　　　　

結節性動脈周囲炎診断の手引き

　

【主要症状1

　

1発熱（週４日以上，38℃以上）

２（Ｄ腎生検で特徴的な組織像

　　

（2）蛋白尿と血尿，円柱尿

　　

（3）高尿素血症(20fng/ぶ以上）

３末梢神経炎

４筋症状（筋痛，筋力低下，運動制限）

５白血球増多症（１万/ｍｍｌ以上）

６好酸球増多症｛300/ｍｍｌ以上｝

ア皮膚症状（結節，丘疹，紫斑，潰瘍，壊疸など）

８肺症状（肺炎，線維症，喘息など）

９消化器症状（吐血，下血，腹痛など）

10体重減少（６ヵ月以内に6k9以上の減少）

11

　

高血圧

12心症状（狭心症や心電図異常所見など）

13関節痛

14中枢神経症状

15血小板増多症（40万/mm*以上）

　

【組織所見】

　　

定型的な動脈炎の存在

　　　

（弾力線維の断裂を伴う血管全層炎であること）

　

【除外項目】

　

Ｉ SLE

　

２慢性関節リウマチ

　

３

　

ビュルガー病

　

４大動脈炎症候群

　

５血栓性血小板減少性紫斑病

　

【判

　

定】

　　

主要症状か少な＜６２項目と組織所見のあるものを「確定的」,主要症状か

　　

少なくも１項目と組織所見のあるもの，または主要症状か少なくも７項目

　　

あるとき「疑い」とする。

　　　

ただし，除外項目は１項あってもいけない。

- 岬－
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「 リ ュ ー マ チ か な ？ 」 。

　

「 全 国 膠 （ こ う ） 原 病 友 の

会 」 の 事 務 局 長 寺 山 ゑ み さ ん

（ ご ） は 、 関 節 の 蕭 み が 続 く よ

う に な っ 把 と き 。 ま ず そ う 思

っ た 。 ｝ 九 六 四 年 ご ろ の こ と

だ 。

　

五 年 後 、 今 度 は 慢 性

じ ん 炎 の 診 断 。 さ ら に

翌 年 、 四 〇 度 の 熱 が 出

や し ｙ o ' 　 ｍ 光 に 当 だ っ た

り 、 無 理 を す る と 途 端 に 悪 化

す る 。

　

何 か こ ん な 病 気 を 起 こ す の

か 。 良 い 間 な ぞ だ っ た 。 ［ 犯

人 は 自 分 自 身 。 外 敵 を や っ つ

け る べ き 免 疫 機 構 が 、 間 違 っ

て 自 分 の 細 胞 を 攻 撃 し て い る

の で す 」 と 恒 松 似 五 郎 ・ 鳥 根

医 科 大 教 授 。

　

私 た ち の 体 を 守 る 免 疫 シ ス

テ ム に は ① 外 敵 と 味 方 （ 自

分 ） を 区 別 し ② 外 敞 に 集 中 攻

撃 を か け る 。 と い う 二 つ の 大

き な 原 則 が あ る 。 そ の ① に 少

し 狂 い が 出 て い る の だ 。

　

Ｓ Ｌ Ｅ 患 者 の 血 液 中 に は 、

多
く
の
難
病
に
関
係
7
伝 達 物 質 ア セ チ ル コ リ ン の 受

け 皿 に 『 ふ た 』 を す る 抗 体 か

で き 、 情 報 が 伝 わ ら な く な っ

て 起 き る 。

　

関 節 の 骨 が 傷 ひ 慢 性 関 節 リ

ュ ー マ チ 、 多 く の 円 形 脱 郷 屁

も 毛 根 が 攻 撃 さ れ る 自 己 免 疫

病 だ 。

　

自 己 免 疫 病 と は 分 か っ て

も 。 免 疫 が な ぜ 自 分 を 他 人 と

錯 覚 す る の か の 根 本 的 な 原 因

は 未 解 明 だ 。

　

今 の と こ ろ 『 遺 伝 的 な 体 質

に 加 え 、 何 か が 引 き 金 に な っ

て 』 と の 脱 が 有 力 だ 。 『 引 き

金 』 の 候 椀 は 、 例 え ば 何 か の ウ

イ ル ス 。 ウ イ ル ス が あ る 稽 の

薗 」 １ 　 に 馳 巣 旱

て 入 院 し だ 。 腹 水 が た ま り 熱

は 下 が ら ず 、 検 査 を 繰 り 返 し

た が 原 因 は 分 か ら な い 。 病 名

が つ い た の は 、 三 ヵ 月 娩 だ っ

た 。 全 身 性 エ リ テ マ ト ー デ ス

　

（ Ｓ Ｌ Ｅ ） 。 聞 い た こ と の な

い 畏 い 名 前 だ っ た 。 Ｓ Ｌ Ｅ

は 、 強 反 症 、 シ エ ！ グ レ ン 症

候 群 な ど と 同 じ 膠 原 病 の 仲 間

だ 。

　

。 不 尽 脹 な 病 気 だ 。 口 内 炎 や

脱 毛 、 関 節 の 痛 み 、 日 光 に よ

る 皮 膚 の 赤 斑 （ は ん ） リ ン

パ 節 が は れ る 、 寒 い と き に 手

足 の 先 が 白 く な る 現 象 も 起 き

る ｏ じ ん 不 全 も 怖 い 。 体 を 冷

厄
介
な
自
己
免
疫
病

自 分 の 赤 血 球 や 自 血 球 、 細 胞

の 核 で あ る Ｄ Ｎ Ａ 、 な ど い ろ

ん な も の に 対 す る 抗 体 が あ

る 。 抗 体 は 本 来 、 外 敵 （ 抗

原 ） を や っ つ け る た め に 作 る

も の だ が 、 な ぜ か 自 分 の 細 胞

と く っ つ い て 自 己 免 疫 刑 を 起

こ す 。

　

外 敵 用 の 武 器 が 自 分 を 攻 撃

す る の だ か ら 、 や っ か い だ 。

今 で は 「 難 病 の 陰 に 自 己 免 疫

あ り 」 と い わ れ る ほ ど 、 多 く

の 同 気 に 関 節 ず る こ と が わ か

っ て き た 。

　

例 え ば 、 あ る 租 の 糖 尿 病 。

’ ４ ン シ ュ リ ン を 作 る 細 胞 へ の

　 　 　 　 　 　

Ｍ ｉ Ｈ Ｓ 体 が で き

て * Ｔ ン シ ３ リ

ン が 不 足 す る 。

Ｊ ｑ ン シ ４ リ ン は

血 液 中 の 血 糖 を

エ ネ ル ギ ー に 使

う た め の 必 要 品

だ か ら 、 こ れ が

喊 れ ば 血 液 中 の

血 糖 値 が あ が

る 。

　

重 定 筋 無 力

症 。 ［ 筋 肉 を 動

か せ ］ と い う 情

報 を 伝 え る 神 経

　 　

細 胞 、 臓 器 に 侵 入 し た と

　 　

す れ ば 、 退 治 し よ り と 免

　 　

疫 が 機 能 す る 。 私 た ち に

　 　

は そ の ウ ー ル ス が 見 え な

い だ け な の だ 、 と い う 脱 だ 。

　

Ｂ 型 肝 炎 ■ Ｃ ^ - ｖ ル ス に よ る 肝

炎 は こ の 形 だ 。 ウ ’ ４ ル ヌ が 肝

細 胞 V J 入 る と 、 免 疫 機 構 は そ

の 細 胞 を 激 し く 攻 撃 し 始 め

る 。 ウ イ ル ス の 襟 で な く 。 自

分 の 免 疫 力 で 肝 臓 が や っ つ け

ら れ る 。

　

Ｂ 似 肝 炎 ｡ - J ＞ - ｖ ル ス の 代 わ り

に 。 何 も 悪 さ を し な い ウ ー ル

ス が い る だ け な の に 、 乙 れ に

対 し て 免 疫 が 攻 撃 を し か け

て 、 自 分 の 細 胞 も ろ と も や っ

つ け て い る ［ 病 気 ］ も あ り 得

・ る わ け だ 。

　

ま た 、 ‘ 何 ら か の 原 因 で 。 。 体

内 の 細 胞 が 「 変 化 」 、 免 疫 シ

ス テ ム に 「 異 物 」 扱 い さ れ る

よ う に な る こ と も 考 え ら れ る

と い ろ 。

　

白 m m 疫 病 に は 、 特 効 薬 が

な い 。 今 は 。 。 免 疫 の 作 用 を 低

め 、 炎 症 を 抑 え る ス テ ロ イ ド

剤 が 主 哨 １ χ 。 病 気 と 戦 う 武 器

を 取 り 上 げ る こ と で 病 気 を 抑

え 込 む 苦 し い 選 択 で あ る 。 や

び 過 ぎ れ ぱ 免 疫 力 が 落 ち て 他

の 病 気 に か か っ て し ま り 。 免

疫 を 、 そ １ つ と な だ め な が ら

の 節 制 し た 生 活 が 求 め ら れ

る 。

ﾉ
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事務局から⑩お知らせ
Ｓ１４Ｓ~ｓ､_・lし.4,1a＆.･

= /989、j.9現在＝

ゐご寄付いただでilした.

　　

・長谷山順子楳

　

ぼ)00円

　

・繭:函0mmm^ 2.350円

　　

・太田

　

恭子;f$ IQOOO円　　、柴田　宣子様　&OG円

　　

・荒井ジユ様

　

2､叩０円

　

・荒井ｲ吉子隷20卯円

　　

、荒井孝子樺２.0叩円

　

・中山難野携2印0円

　　

・野田久美子肩

　

2,000円

　　

・井上節子鯖2.00[]円

　　

・後藤高徳肩２､000円

　

・田畑信一様2即O円

・荒升

　

ヨシ子濾

　

２即a円。･４４・､ありがとうございました。

を新しく入会され八方達です。

　　

・山田恵子

　

(SLE、S.37工2&生）

．諸橋安子

　

（皮膚筋炎.練皮症、S.7. 12.＼2生）

・平沢芙智子トエーゲに/励貧群

　

5,13パコ４生）

・大通むつ子に
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伴子伴子

　

平成元年石２ヶ月近く過ぎマしまいましたが｀､Jilrさん

おヽ変わりなくお過ごしでしょうか。

　

昨年μ特に大きな行事芒ﾉなぐ会としては平々凡々と

送･つ几ような｀気が｀しますが､誕生カードを始めて皆寸ん

からお礼の手紙などヽをい几だくと、４しｊと「や。てよ

か。たなこい｀う満足感がありました。

　

各地区の皆ざんも着実に活動しマいゐよう７ヽすね。近

くにいても遠く離がマいても、心の通い合う友７）会７ヽあ

りたいと思いまず。

　

今粕丿帯広で行われる全道集指填洽石兼ねることに

なりましたので、より多くの皆さんに未ていμだいマ楽

しまれることを希望しマいま貳

　

皆ざん。今年乙身体を大切にしながらマイペースマ浦

実に歩いて行きましょう。風邪が流行っていゐよう７乍

の７･、充分お気をつけ下さい。

　

最後に、新年号が遅れたこどをお詫びします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

くぜ）
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い力ヽ･呻長介大人､(7,死亡の報道に関しマ、動指を受けマ

いゐ人が多いかと思いま寸が、マヌコ三という内北かく

事実以上に大げさに報道寸万頃向が知ぼ菟

　

発症び況や経過は個々に異なります口入皆さんμ自弁

の状況を冷静に杷握レまと出されないようにして下似ヽ。

尚、疑問のかが｀ありまし穴ら、主治医あゐいは友必心こお

問い合七下方い。

編集人

発行人

　　

全国膠原病友の会北海道支部

　　　　　　　　　　

編集責任者小寺

　

千明
c064-札幌市中央区南４条西10丁目

　　

北海道難病センター内r(OU) 512-3233

　　

北海道身体障害者団体定期刊行物協会

　　　　　　　

東区北８条東１丁目

　　　

神原

　

義郎

昭和48年１月13日第３槌郵便物認可ＨＳＫ通巻2aZ号頒価100円
いちぱんぽし瓦68平城元年２月10日発行（毎月1回10日発行）
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